
家相観にみる空間評価の相対性

一一埼玉県における「富士向き」伝承と易との対比から一一

はじめに

関東地方の一部の地域には 1富士向き」の

家は吉(きち〉であるという伝承が存在してい

小口 千 明

るのである。

確かにそのような一面をもたないわけで、はな

い。家相観の内容は家相書によって知ることも

可能であるL.-，それぞれの家相書は，知識体系

る。これは家相に関する伝承のひとつであり， としての体裁をいちおうは整えている。しかし，

「富士向き」とは家が富士山の方角を向いてい 過去においても p 現在においても，発行された

ることだといわれている。このように，空間に 家相書は数多い。果たして，ある特定の家相書

吉・凶などという性格づげ，あるいは評価をし， で，実際に生活に受け入れられ，伝承されてい

しばしばそれに基いて人々が空間的行動をとる

という点からすれば，家相は人々の空間に対す

る認識の，ひとつの典型的な表現形態とみるこ

とができる。なかでも p 家相の思想は方鑑とよ

ばれることからも知られるようにp 方位と密接

な関係をもっている。その意味で家相の考察は，

空間認識の研究のなかでは方位観の研究に属す

ると位置づけられよう。

ところで，方位観の研究は， 1940年に高砂族

の方位呼称に着目した移川子之蔵に始まる。そ

の後，全国語，渡号欣也小松官長笠原政id，

吉田集市p 鈴木正崇，大貫恵美子などによって，

地域や民族によって異なる各種の相対的方位の

存在が明らかにされてきた。しかしながら，こ

の方面の研究においては，家相，地相などにつ

いてほとんど論じられてこなかった。その理由

として，倉田勇が「筆者の主張した『民俗方位

観』は『昭和47年神宮館運勢暦」に示される

‘家相方位'というような知識体系ではない」

と述べている箇所が象徴的である。つまり，家

相の方位観はひとつの知識体系であり，L.-かも

書物にその内容が記述されているという点であ

たかも既知のものであるかのような理解が，こ

れまで研究者のあいだに浸透していたとみられ

る家相観を説明できるのであろうか。また，そ

の伝承の内容などはp 体系化された知識とよべ

るものであろうか。

本稿は，このような問題意識をもちながら，

生活に受け入れられ伝承されている家相観と家

相書の家相観との対比を行い，両者の対応関係

を明らかにすることを目的とする。これは，家

相という伝統的な空間評価法を通じて，人々が

認識した環境像を明らかにしようとする意図を

もつものである。

I 家相研究の現状と問題点

わが国で家相というE葉が使われ始めたのは，

18世紀末頃とされている。しかし，用語上の問

題とはべつに，生活空間の禍福が方角との関わ

りによって決定されるという思想の歴史は長い。

まずこの点について，先学の研究から代表的な

例を挙げておく。

先史時代には，北海道の墳墓において埋葬頭

位が夏至と冬至の旭日の方角によって規定され

たことが認められている。古代になると，平城

京をはじめ，都城が「四禽叶図」の地に選定さ

れ史。四禽とは空間を取り囲む 4種類の獣神の

ことで，北に玄武(亀蛇)，南に朱雀p 東に青竜，
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西に白虎を想定する。さらにp 古代の地域計画 天文・暦程ゃ陰陽道主の研究によってその思想

においては，冬至旭日の方位が極めお重要な意 的基盤が詳解されている。

味をもっていたことも指摘されている。中世に 家相に関するこれら先学の諸研究は 2つのタ

はi4)鎌倉幕府の鬼門除けとして五大堂が建立さ イプに分類できる。ひとつは住民が伝承してき

れた。近世では宇都宮，高田(越後〕をはじめ， た家相観を考察の対象とするもので，地理学や

域や城下町の建設に際して八卦への配慮、がなさ 民俗学における成果がこれにあたる。もうひと

れたことが明らかになってい20また沖縄では つは専門職の著作としての家相書を考察するも

察温のころ，思水説に基く吉地を求めての集落 のでp 建築学はこの傾向が強い。研究史をみる

と，この 2つの研究タイプの間には対話がなか

った。しかし，家相書と伝承と，両者の比較対

照が必要なことはすでに述べた通りである。本

稿のねらいは研究史上からみても必要な視点で

移動が多発した。これらの例には空間規模から

すれぽ地相とよぶべきものも含んでいるが，も

ともと家相と地相とは一線を画し難く，その思

想的基盤は同ーと考えてよい。

さて，地理学的観点からいちはやく家相に注

目したのは内田寛ーであった。 1931年，内田は

伝承される家相のすべてを迷信とみるのではな

く，そのなかから地域の自然条件を読みとるべ

きことを提唱しむ。これは卓見で、あったにもか

かわらず，その後内田自身による事例研究が展

開されなかったこともあって，地理学界では長

い間家相は研究対象とならなかった。 1963年に

高野豊文により長野県上田地方の家相観が報告

されたが，その後再び論及が乏しくなり，新た

な考察は1976年の佐藤甚次郎を待たねばならな

かった。佐藤は鬼門と成亥信仰を取り上げて，

形式化された信仰と土地柄に基く信仰を具体的

に区別した。この聞に，地理学では気候景観の

観点から屋敷林の方位に関する研究が行われ，

また民俗学との双方から民家研究の蓄積がなさ

れTJがp 家相については正面から取り組まれず

にきている。民俗学では，迷信調査協議玄今

野国輔，井之口章次によって，俗信あるいは迷

信という観点から家相について論及があり，伝

承による家相観の実態を探る手がかりが提供さ

れている。

いっぽう，建築学では玉置豊次郎が，家相界

における諸流派について論じた次いで清家清

は家相書の思容に建築学上の真理も含まれてい

ることを述べ，近年には横山敬が江戸時代にお

ける家相書の種類について論じてい20このほ

か，直接家相の内容を論じたものではないが，

はないかと考えられる。

II r富士向き」の実態

「富士向き」に関する既往の研究は，ほとん

どないといってよし、。 r富士向き」という方位

名称の有無についても多くの地誌・民俗誌類で

は言及がなく，その存在宅ど示す資料としては，

管見の限りでは次の両例のみである。そのひと

つ誌埼玉県和光市において屋敷神封印方角と

してP もう 1例は『新編武蔵風土記稿」の青梅

村常保寺の項に「境内小濠布あり，名づけて富

士向きの滝といふ，正しく富獄iこ向ふを以てな

づく」として挙げられているものである。なお，

埼玉県坂戸市において「富士南」という方角に

向けて住居を構える例があり，名称が類似して

いる点で注目される。

ところで，地誌類に記述がないことが直ちに

その地域に「富士向き」という名称が分布しな

いことにはならない。 例えば筆者の現地調査に

よると，埼玉県東松山市や隣接する吉見町・川

島町では，この名称がかなり用いられている。

このようなわけで，現在筆者が持っているデー

タ量では「富士向き」という名称の分布範囲が

十分に論じられない。分布に関しては，本稿で

はひとまず関東地方の一部とし，より詳しい状

況については今後追究したい。

さて r富士向き」の具体的内容については，

埼玉県比企郡吉見町久保田中組の例をもとに述
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図1 吉見町および久保田中組の位置

国土地理院 15万分の l地形図熊谷J1962年発行を使用した。

母屋の向き

表 1 吉見町久保田中組における住居の向きと「富士向き」の認識

S350W 
S250W 
S200W 
S200W 
S200W 

S150W 
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S200W 
S200W 
S200W 

S200W 
S250W 
S250W 
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母屋の向き

S150W 
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S 
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S650W 
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|番号|富士向き l

llil O l 

llzlO 

118 

0印は，居住者がその家を「富士向き」であると認識していることを示す。

※印の箇所では「富士見」と称している。 1982年7月の開き取り調査および現地計測による。
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母屋の向き
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図2 調査対象とした吉見町久保田中組の各住居

黒塗りの部分が母屋である O 番号は表 1に対応している。

ベてゆきたい。この地域は国 1に示すように埼

玉県のほぼ中央部で，東松山市の東方約4kmv，こ

位置している。図2に示したが，久保田中組に

は1982年7月現在57戸が所属しており p 調査は

この全戸を対象とした。調査地域選定の理由と

しては， (1) r富士向き」という表現が存在して

いる， (2)集落内の家屋配置が，例えば街村集落

のように道路によって規定されていない， (3)水

害常襲地帯であり，住民が局地的な気象条件の

把握を通じて方角に強い関心をもっている，な

どの研究上有利な条件を充たしていたことによ

る。

「富士向き」は，例えば「ここからあの高い

木が見えるほうが富士向きだ」などのように単

なる方位名称として用いられることもあるがp

通常は住居との関連で用いられる。本稿の官頭

で紹介した「富土向き」の家は吉，のほかにも，

「富士向き」の家は何事もカッコム(実入りが

多い〉などの用例がある。これらの認識には，

この方角を吉相とみなす住民の伝統的な価値判

断が伴っている。富士向きに利口な子は生まれ

ぬ，などと凶相としての認識をもっ住民も存在

したが，極めて少数例であり p 大多数は吉相と

認識している。
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で、は r富士向き」の住居とは実際にはどの

くらい存在し，どのようなものをいうのだろう

か。この点に関して，居住者への聞き取りと，

住居の向きの計測を行い，その結果を表 1に示

した。本表では，居住者がその家を「富土向き」

であると認識している場合には丸印を付してあ

る。いっぽう，住居の向きについては，例えば

母屋の北側に出入口があって南側には庭に面し

た居間や縁側がある場合，この家を何向きと表

現すべきか厳密な概念規定は難しい。母屋に欠

張があった場合も難しくなるので，本稿では原

則として母屋の正面出入口において計測した。

正面の判別が難しい場合は，居住者の指示によ

った。計測はクリノメータを用い，値は 2捨3

入， 7捨8入によって 50単位とした。

この表を見ると，母屋の向きが S50 Wから

S85
0
Wの範囲iこ含まれるものが 43戸 (75%)

を占める。 S50Eから S850Eに属する 9戸

(16%)と比べて著しく多い。すなわち，久保

田中組では，母崖の向きは南方から西方にかげ

での方角に集中していることになる。なお，こ

れらの母屋は，建築後約200年を経たものから

竣工直後のものまで新旧混在している。しかし，

当地における新築住居は，旧宅を取り壊したあ

と従来の向きを踏襲して建設される例が多い。

したがってP 近年に建設された住居においても，

w 

•... ..1戸

伝統的な方位観がその基盤にあるとみる必要が

ある。

次に「認識」についてみると， 30戸(53%)が

自宅を「富士向き」と認めている。そのうちの

2例だけは「富士見」ともよばれる。富士山は

概ね S400W の方角に位置しているが r富士

向き」とされる方角にはばらつきが認められる。

そこで，さらに「富士向き」とされる住居だけ

を取り上げて，それぞれの向きごとの事例数を

図3に示した。この図をみると r富士向き」

といわれる住居の向きは， S200W を分布の中

心として Sから S650W にかけての広い幅をも

つことがわかる。富士山を真正面に|眺望しうる

S400W 付近に分布の中心がないことは注意す

べきで，この方位が富士山によって厳密に規定

されるものではないことを示している。

結局 r富士向き」とは南南西から南西にか

けての幅をもった方角で，しかもその名称から

連想するほどには正確に富士山に照準を合わせ

たものではない。しかし，多数の住民が住居を

この方角に向けており，吉方として住民生活と

深い関わりをもっ方位観のひとつで、あるという

ことヵ:で、きる。

E 家相書にみる易の家相観

「富士向き」の家相観はp 家相界における旧

来の諸説と比較してどのような位置づけになる

のであろうか。ここで，各種の家相書を用いて

検討してゆきたい。本稿では，江戸時代の家相

書を中心に考察するが，これはさきに触れたよ

うに， 1830 (天保元〉年成立の『新編武蔵風土

記稿』に「富士向き」の名称がすでにみられる

からである。

まず，江戸時代に出版された家相書の種類か

ら検討を始める。 IF国書総目録』は江戸時代に

出版された書籍の総合目録であるが，この中か

ら家相に関わる書名を選び出すと，少なくとも

150種類は存在が認められる。これらのうちp

著者と成立年の判明するものについては横山敬
35) 

S が集計しており， 50種類となる。家相書には著

国 3 r富土向き」といわれる住居の方角別事例j数 者の流派によりいくつかの系統が存在するが，
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表2 江戸時代の家相書とその発行地域

発 1ーI 書 E幸 数

書 名 著 者 刊行年 江名京伏大関倉
古

戸 屋 都 見 阪 山 敷

家 相 秘、 録 疋田慶明 1 7 8 3 1 

家 相 図 解 松浦東難 1 7 9 8 3 

家相図 説大全 松浦東難 1 8 0 1 7 1 

キ目 宅 鑑 苗村三鼓 1 8 0 2 1 2 2 

方翠精 義大成 松浦東難 1 804 2 3 

方 角 lIP 考 松浦国祐 1 8 0 7 1 5 

方皇室秘訣集成 吉田元祐 1 817 1 4 

斑鳩夜話問答集 松浦東難 1 8 1 8 2 4 

竜 背 発 秘 荒井桑民 1 827 2 

風 水 園 筆 草 松浦国祐 1 8 3 1 1 6 

日要精義大成 松浦琴鶴 1 8 3 4 1 5 

方 墜 弁 説 松浦琴鶴 1 8 3 4 1 1 5 

方 翠 類 要 松浦琴鶴 1 8 3 7 7 1 1 2 1 

方 翠 秘、 伝 集 松浦琴鶴 1 8 4 0 1 

宅 方 明 皇室 平沢白翁 1 8 4 4 3 1 2 1 8 

家相千百年限 平沢白翁 1 8 45 1 1 1 1 1 

相 宅 知 天 鏡 宍戸富都 1 8 4 6 1 

方翠懐宝便覧 市川琴斎 1 861 16 

そのほかに発行地域に特色がみられる場合があ 合わされて，多様な家相書を登場させる。例え

る。表2は発行書庫が判明する家相書について， ば，すべての判断は吉と凶との区分によって行

その書擦の数を地域別に示したものである。こ

れをみると，多くは大阪と江戸の 2大拠点にお

いて発行されているが，重点が関西・関東のい

ずれか一方におかれるものも存在する。このよ

うな状況をふまえたうえで，江戸時代発行のも

の10種類，その後の時代のもの 3種類，計13種

議を選び1"富土向き」とその記述内容との関

われるが，吉とは何を意味し，凶とは何を意味

するかは規定がない。凶を病気とみるか火災と

みるか，その点に個性が入る。同様に，方角は

厳密にみるが，距離や寸法の規定は乏しい。鬼

門除げの詞を設置しようとする場合，ある点か

ら北東の方角は無限に連続する。その中の 1点

を選ぶ時に個性が入るのである。

連を調べた。1"富士向き」との関連では， 13種類の家相書

家相書の基盤を構成する思想は，その根源は のいずれにもその名称は登場しない。吉見町の

『易経』に始まる易の思想であり，いいかえれ 東約15k皿に位置する南埼玉郡菖蒲町で著作・発

ばすべての事象を陰と陽との二元論で説明する 行された『家相方位二十四山方位秘決』におい

陰陽道の思想である。筆者が検討した家相書も， ても用いられていなし、。富土に限らず，一般的

すべてこの思想のもとに家相観を展開している。 に具体的な地名は家相書には出てこない。

判断基準となる根本思想が同一であるからp 家 次に「富士向き」の方角をみよう。易では交

相書の内容は，時代・流派・発行地域を超越し (こう〉とよばれる符合の組み合わせによって

た共通性をもっ。ところが，易の思想、は厳密な 事象の性格を表現する。交には陽(・・〉と陰

部分もあるが，柔軟性にも富んでいる。その柔 (・・〉の 2種類があり，これを3回用いるこ

軟性に，著者の個性や流派，時代性などが組み とによって図4に示す8通りの交の組み合わせ
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図4 八卦と方位
『洛地準則』による O

が得られる。これを八卦とよぶ。交の組み合わ

せはそれぞれ乾，次などの名称をもち， 8方位

に配当される。これによって方位に性格づけが

なされるのである。なお，八卦では3600が8方

位に区分されるので，それぞれの方位は幅をも

っ。また，八卦が 8分法であるのに対G，十二

支を用いる方位区分は12分法であるという点で，

東西南北にあたる 4方位以外は方位設定が異な

ることに注意する必要がある。

さて r富士向き」は，八卦では離でも免で

もない3 その中間方位としての坤(こん，また

はひつじさる)に相当する。ところが坤は3つ

の交がすべて陰からなれ八卦の中では最も弱

い運勢を象徴することになる。この基本的性格

は， 1臼3種類のいず

が入り込む余地がない。坤は，北東の表鬼門に

対し裏鬼門とよばれp あるいは病門ともよばれ

る。易の原理に基く限り，基本的性格が凶とな

る。 r富士向き」とは坤の方角に正面出入口を

設けるプランということになるが，そのような

プランに対する家相書の判断を列挙しておく o

『相宅小鑑」には「坤ノ方位ハ門戸門口ヲヒラク

夏一切好マズ疾病災害ノ難多キ相ナリ」とある。

『風水園筆草』では「坤に入口ある家若(もし〉

子多き時ハ其中に府の病口吃(ども)るの小児

又瀬摘の疾杯出る」とあり，病名が具体的にな

る。 IF方翠秘伝集』では「坤艮の門口を大凶と

す必ず衰徴病災を主どり産業頑廃ニおよぶ子孫

長久し難きなりJ，IF宅方明翠」では「もし丑寅

未申(ひつじさる〉等に入口あるときは鬼神妖

魔往来し，種々の災難起りて終に其家断絶をす

るに至る」とあって，発生する災難については

各書さまざまな見解を述べるが，凶相であると

いう認識には全くちがし、がない。これは，他の

家相書にも共通する。

このように r富士向き」は易の判断に基げ

ば，避けるべき凶の方角であった。どの説にお

いても「富士向き」という名称も登場しない。

つまり r富士向き」はp 〉日本の予兆・占トに

深く浸透している陰陽思想とは異なる思想に基

くものと考えられる。南西の方角に対する評価

をめぐって，全く異なる 2つの判断が存在して

いたのである。これは，家相という俗信の世界

において，方位観に基く空間評価が極めて相対

的であることを示すものである。ある基準では

嫌われる凶の空聞が，べつの基準では吉として

好感をもって受けいれられていた。そこには，

異なる判断基準をもっ2つの価値観の存在が想

定される。

N r富士向き」の根拠

「富士向き」の根拠が易の思想ではないこと

はわかった。背後の山岳を問題とするのではな

し単に山岳に対面すれ忠よいのであるから，

風水説に基くものでもない。で、は，何を根拠と

して成立したと考えればよいか。この問題は，

「富士向き」という方位伝承の分布範囲を正確

に把握しなければ最終的な結論は得られないで

あろう。そのデータを持たない現在は，以下の

3つの視点から，根拠としての可能性の有無を

検討するに留める。 3つの視点とは(1)富士の美

観， (2)富士信仰， (3)気候環境，である。

(1) 富士の美観

各地に分布する富土見地名は，富士山の美観

を反映させたものといえよう。確かに富土の山

容を美とする心情は，万葉集などを通じて日本

人に古くから認めることができるし，またそれ

は外国人にも通用する比較的普遍性のあるもの

である。富士を形容して三国(唐・天竺・日本〉
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ーと恋したことも，山容の美観を誇る心情とみ

てよい。時代を遡れぽ山岳信仰と切り離すこと

は難しいが，江戸時代には風景としての観賞も

盛んに行われた。~富獄三十六景』などの風景

画や富士山を模した盆景づくりが流行し定。

場においては加持祈祷も行った。加持では，呪

符を服用させたり祝詞を唱えることが多く，ま

た， くじを用いた占いも行っていた。呪術的色

彩が濃く，家相などにも関与したことが予想さ

れる。しかし，くじに用いられた匂をみると，

「富士三光六根清浄御山成就疑うべからず」

(大吉)， r御山成就家内息災只祈祷による」

(半吉)， r御山高うして禅定かたどJ(凶〕な

どのように，富士登山を判断基準として事象の

吉凶を象徴させている。富士を遠望L，あるい

は蓬拝を重視する思想、は見出せない。

『慶長見聞集』には「今江戸に住人には家を南

向に作り，西へ窓をあげ，高嶺の雪を居ながら

に，明暮絶ぬ詠めせり」とある。しかし，これ

らは歌誌などp 風流を求める一部の町人の場合

であり，建築プランの根拠として過度に評価す

ることはできない。千葉徳爾がp 富士の裾野に

おいて「毎日富士山を仰いでどのような気持ち いっぽう，富士講は富士山に現実的な浄土が

を持ちますか。」とアンケート調査をしたところ， 存在するという「富士浄土観」を基礎とした宗

「何も考えない」という答が90%以上あったと 教である。したがって，富士講の宗教観におけ

述べているが，一部の風流人を除けばp これが

実情であろう。農村部において 1つの集落の

5割以上が風流を求めた家作りをしたとは考え

にくい。いっぽう，富土の美観がいかに優れて

る富士山は，遠隔地から蓬拝する対象ではなく，

登拝によって理想郷がもたらされるとされると

ころに宗教的価値がある。富士講においては，

その宗教観が「おうた」とよばれる歌謡にすべ

いても，富士は吉凶判断の基準とはなっていな て盛り込まれている。このP いわば歌う教義で

い。ー富士，二鷹，三なすびとはいわれるけれ ある「おうた」の内容を『富士講のおうた考」

ども，これは夢占であって，現実の富士を見な により検討すると，そのほとんどが富士山の威

がらの吉凶判断ではない。このように考えてく 光を賞讃し，倫理道徳を説き，聖人身禄の偉業

ると，富士を眺めることは「美」を求めてでは を称えるものである。日々富土の遥拝を勧める

あっても「吉」を求めての行動ではないことが ような内容の箇所は見当たらない。方位に関す

わかる。これは家相観としての「富士向き」と る一節として

は大きく異なる思想であり， r富土向き」の根拠 もの事を北を表と祭る富土

を単に富士の美観だけに求めることは難しい。 ただ一筋に玉の光2
(2) 富士信仰 があるが， r富士向き」のことで、はない。富土

東京湾岸に分布する祭花遺跡のなかには，祭 講の行者も占術を行ったがp その主要な方法は

紀の対誌が富士山であったと考えられているも 「お議きあげ」により火炎の状態をみるもので

のがある。しかし，まだ定説とはいい難く，本稿 あった。

では検討を控える。さて，富士山を対象とする ところで，富士講は富土山の眺望が可能な地

山岳信仰には2つの形態があった。ひとつは平

安時代にはすでに定着し，江戸時代中期まで勢

力を保持していた，富士を道場とする修験者の

集団である。もうひとつは江戸時代中期から急

激な展開をみせる富士講である。修験道場であ

った時期には，御師が檀那場とよばれる信仰歯

を巡回し，浅間信仰の代願祈祷師として宗教活

動を行った。御師は信者に禅定(ぜ、んじよう=

登山〉を勧め，宿坊を経営するいっぽう，檀那

域に普及し，その結果，富士講が勧請した浅間神

社の会布も，いわゆる富士見十三伽範囲内に

収まるという説がある。この説は必ずしも実証

的な方法によって導かれたものではないが，事

実であれば，富士講では富士山の遥拝を重視し

ていた可能性も出てくる。しかしp 浅間神社の

社殿が常に「富士向き」に建てられているわけ

ではない。同様に，江戸時代から明治時代にか

けて，各地に「富土塚」とよばれる模造富士が
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築造されていったが，この場合も頂上に柁られ

る相が「富士向き」になるとは限らない。

結局，まとめると次のように考えることがで

きる。富士御師や富士講の行者は，易とは異な

る独自のシステムにより占術を行っていた。信

者の家相をみたことも予想できる。しかし，御

師や行者が建設に関与したと思われる浅間神社

などの宗教的拠点に r富士向き」のプランが

必ずしも反映Lていない。このことから，富士

信仰の行者は，方位観としての「富士向き」の

プロモーターではなかったと判断できる。

(3) 気候環境

「富士向き」は rここからあの木が見える

ほうが富士向きだ」とか『新編武蔵風土記稿』

の「富土向きの滝」のように，単なる方位名称

として用いられる場合には吉凶判断は伴わない。

ところが，家相として考慮される場合には吉方

となった。で、は，一般的に方角が考慮されるこ

との多い縁組みにおいては r富士向き」はど

のような性格の空間なのであろうか。

ここでp 再び吉見町久保田中組において，婚

姻に捺しての方角の吉凶を調べてみる。その結

果，縁組みの場合に吉とされる方角は辰巳 (S

Eλ 凶とされる方角は丑寅 (NE)，未申 (S
W)，申 (S600W)であった。中(さる〉が

「去る」に通じるという語呂合わせ以外はp い

ずれも易の原理に立脚した判断である。未申は

ほぼ「富士向き」にあたっており，家中目におい

て吉であった「富土向き」が，縁組みにおいて

は凶となるのである。質問の方法を「富士向き

の縁組みは吉か凶か」という形に変更しても，

一様に凶という答が得られた。このことから，

「富士向き」を吉とする方位観は，それが住居

と関わる場合という条件下でその根拠を考える

必要があることになる。

住居と方角が関わる場合の媒介項として想起

されるものに風がある。方位観が風向によって

形成されることはp 南思諸島を事例に鈴木正崇

によって報告されており，高野豊文も家相と風

向との関係を重視してい20まず，風の地方名

に注目すると p 関東・東海地方に富士を冠した

風名が存在していることがわかった。名称ごと

にまとめたものが表3である。オロシ・ナライ

は寒冷な風として広域に分布する風名であるが，

そのほかはフジカタ・フジユシ・フジミナミな

どp 中間的な方位を表現するための目安として

富士山の位置が利用されているものと考えられ

る。また，これは富士山が各地の気象但諺にお

いて，天候予兆の指標として利用されているこ

ととも無縁ではないように思われる。ただし，

「富士向き」という風名のデータが得られない

ことや，吉見町でSWの風を「富士向き」とよ

ばずにブジナライとよんでいることから r富
士向き」の起源が富士方向から吹く風の地方名

にあるということはできないであろう。すなわ

ち，ある中間的な方位を表現するために，その

方向の事象に「富士」を冠した名称をつけると

いう発想が，風の地方名と共通していることを

筆者は指摘したL、のである。 r富士向き」とい

う風名の存在を想定しているのではない。

ところで，久保田中組において用心すべき風

は何か。住民はウシトラカゼ (NE風)， タツ

ミカゼ (SE風)， ツナミカゼ (S風〉を挙げ

る。そして， rタツミカゼ、が吹き，続いてウシ

トラカゼが吹き荒れると，雲が秩父連山に衝た

って荒川上流に雨を降らせ，それが下流の吉見

に来て洪水になる」と認識されている。これ

は，台風が吉見の西側を通過すると被害が大き

いことを述べているものである。この地域は荒

Jllの氾濫による水害常襲地帯であるだけにp こ

れらの風は住民にやがて襲い来る洪水を連想さ

せ，畏怖の念を抱かせる。さらにタツミカゼと

ツナミカゼはp 住居保護のうえからも嫌われて

いる。図5はp 吉見の北西約13kmの熊谷におい

て 1日のうちで最大風速を示した風の方向を

3年間分集計したものである。これをみると，

SE方向からは強風が多い。いっぽう， NE方
向と SW方向の強風は少ない。 3年間に， NN 
E~ENE間は54 日 (4.9，%)， S SW~WSW 
聞は特に少なく 19日(1.7，%)である。母屋の

保護のために強風を避けようとするとき， NW 

からの風に対しては， N側とW側の屋敷林で防
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表 3 富士を冠した風名の分布

風 名 | 風向 |資料 i 使 用 地 域

フ ジ I sw I 4 I 千葉県印蹴，埼玉県入間郡

4 ! 静岡県富士郡・引佐郡

4 静岡県浜松市・庵原・安倍・志太・周智・磐田・浜名各郡

sw 4 埼玉県入間郡，東京府南多摩郡

フジオロシ sw 6 埼玉県比企郡

W 4 千葉県安房郡

千葉県安房郡

房総半島南部

2 駿河国

4 埼玉県入間郡

6 埼玉県川越市

フジカタ Isw I 4 I城県棚馬郡，千葉県香取郡，東京郊外

フ ー・ーィ I NE I 4 静岡県浜名郡'./ -r 7 イ

1 sw 1 4 千葉県香取郡

ヒシノカゼ Isw I 6 | 茨城県新治・筑波各都

sw 1 I 江戸

sw 3 利根川流域
フジ ミ ナ ミ

sw 4 千葉県夷隅・印揺各郡，東京府荏原郡，東京郊外

sw 6 埼玉県志木市

…ミノカ I~: I : I千一郡
ゼ SW  I 6 埼玉県Jlf越市・入間郡

資料欄 1. 物類称呼 (1775) 2. 駿国雑志 (1842) 3. 利根川図志(1855) 4. 風位考資料(1943)
5. 房州地方の天気僅諺(1963) 6. 筆者の現地調査 (1982)

N W  

SW 

N 

:20(%) 

'10 

10・

20・

S 

-. . . 
-. 

NE 

SE 

図5 熊谷における日最大風速の風向分布
(1979年~1981年)

値は 3年間に占める日数の百分比を示す。
『埼玉県気象月報』をもとに筆者が集計した。

ぐ。ところが， SEの風に対して無防備となる。

そこで母屋の向きは SEを避け，その代わりと

して強風の少ないswを選択したと考えること

ができる。応用気象学では，主風向に対し風を

苧2ような配置にある建物は被災しやすし!とさ

れる。 r富士向き」という家相観は，この考え

方を経験的に取り入れた建築プランであり，住

民の方位観として定着した根拠はp ここに示し

たような気候環境への適応で、あったと筆者は考

える。以上をまとめると， SWを吉とする家相

観は，住居を強風から守るためのプランであれ

その方向を「富士向き」とよぶ発想は，中間的

方位の名称に「富士」を用いる風名の呼称と共

通性をもっP ということになる。

まとめ

- 10ー



本稿は，日本における伝統的な空間評価思想

の1つである家相を取り上げ，特に方位観とい

う視点からその空間認識像を明らかにすること

を目的とした。そして，家相に関する従来の研

究が，伝承を中心とするものと家相書を中心と

するものに大きく二分され，相互の対話がなさ

れていなかったことに着目して，両者の比較対

照を試みた。

伝承による家相観としては，埼玉県吉見町に

おいて吉方と認識されている「富士向き」を取

り上げた。 r富土向き」は，これまでその内容

について報告されたことがなかったが，住居だ

けに適用され，縁組などには適用されない S

50Wから S650Wにかけての幅をもっ方位であ

った。いっぽう，家相書の根本原理である易の

思想からすると r富士向き」は坤にあたり，

時代や流派を超越して凶と判断される，建築上

望ましくない方角であった。

の66%が実際に鬼門を避けている。また，避け

るべきと認識されている方角では，鬼門のほか

に金神・暗剣殺・的殺などが挙げられている。

このように，日本の方位観における中国思想の

影響はたいへん強い。したがって，各地の家相

観も，その根本原理である易の思想に適合して

いるように考えられがちであったが，本稿で示

したように，全く異なる評価となる例も存在す

るのである。

「富士向き」の家相観は，一般には凶相とし

て避けられる，いわば「嫌われ空間」を，逆に

吉相として指向するものであり，ここに空間評

価の相対性を明瞭に指摘できる。さらに，この

ような相対的な評価の背後には，易にみられる

普遍指向の価値観と r富土向き」にみられる

地域の個性に基く局地的な価値観の存在が想定

できる。結果的に，住民は建築，通婚など生活

上のさまざまな局面で，この双方の価値観を使

そこで，この「富士向き」の背景を調べると， いわけてきたといえよう。

起源については明確にならなかった爪その根 近年，環境論における環境認識主体の炉の

拠は，富土の美観を求めたものでも，富士信仰 重要性が大きく叫ばれるようになってきた。こ

によるものでもなく，強風に対する住居の保護 れは，歴史地理学においてお〕主体のもつ環境認

であると判断された。吉見町は水害常襲地帯で 識像の相対性を重視する動向と軌をーにするも

あり，台風通過に伴う荒川の氾濫によって，し

ばしば大きな被害を受けてきた。被害は台風が

吉見町の西側を通過する場合に特に大きく，住

民はその前兆を南東からの強風と，それに続く

北東からの強風によって，経験的に予知した。

さらに，南東風は住居保護上も防御する必要が

あり，建物配置に際して最も強風頻度の少ない

南西に母屋を向けて，自然環境への適応を図っ

た。 r富士向き」という名称は，母屋の南西指

向に付随するものと考えることができ，風の地

方名にみられるような，中間方位に富士を冠し

た名称を用いる発想と共通性をもっ。

このように，伝承による家相観と家相書によ

る家相観はp 必ずしも一致するものではないこ

とが明らかになった。方位に基く空間評価が全

く正反対となる事例としてP 易に対する「富士

向き」はその典型といえよう。 1946年における

文部省の迷信実態調査によれば，全国の回答者

のと考えられる。本稿は，このような議論への

参加をめざし 1つの具体例を提供したもので

ある。(筑波大・院)

〔付記〕 本稿は，日本地理教育学会1982年 2月

例会において発表した内容に加筆・修正したもので

ある。本稿の作成にあたり，黒崎千晴先生・菊地利

夫先生・千葉徳、爾先生には多大の御教示を頂いた。

佐藤甚次郎先生からは，数次にわたり貴重な情報と

ともに励ましの御言葉を賜った。水野清三郎氏は，

快く貴重な目録を筆写する機会を与えて下さった。

古田悦造氏・佐々木史郎氏・小野寺淳氏・伊藤寿和

氏からは有益な御助言を頂いた。また，調査に際し

ては，吉見町役場をはじめ地元住民の方々にたいへ

んお世話になった。以上，記してあっく御礼を申し

上げる次第である。
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The Relativity of Spatial Evaluation in Ideas Concerning 

the Physiognomy of Houses in Japan 

Chiaki OGUCHI 

In Saitama Prefecture， there exist many traditional sayings about the physiognomy 

d houses. This paper takes up one of them， namely，‘Fujimuki for good luck'， for an-

alysis. The literal meaning of the term Fujimuki is ‘looking towards Mt. Fuji'. This 

paper discusses the fol1owing three questions in order to clarify the traditional system of 

spatial perception and evaluation through the thinking pertaining to the physiognomy of 

houses: 

1. What exactly is Fujimuki? 

2. What is the difference between the concepts underlying the usage of th巴 local

term Fujimuki and the principles of divination as embodied in the Book of Changes (the 

1 Ching， the principles of which are known as Eki in Japanese)， an ancient Chinese 

book of divination? 

3. Does the Fujimuki concept have its source in the aesthetic contemplation of 

Mt. Fuji or in the religious belief that holds that this particular mountain is a sacred one? 

Or does the concept arise solely from the climatic conditions obtained in the area? 

The author's conclusions are as follows : 

1. The Fujimuki type of house is an architectural expression of the local belief 

that a certain direction is lucky. Unexpectedly， however， one particular house， though 

called Fujimuki， was found to be facing southwest， rather than in the direction of Mt. Fuji. 

2. Although it is said in Saitama that a hous巴 facingthe southwest brings good 

luck， according to the principles of the “Book of Change" this direction is an unlucky one. 

3. The Fujimuki house for physical reasons， i.e.， in order to avoid the full force 

of destructive winds. 

In other words， it al1 comes down to the fact that spatial evaluations made by 

people are relative， varying as they do according to the individual values of the people. 
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